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（都於郡５区）
令和３年１０月２１日（木）、サロン代表の鬼塚薫さんより、出前講座の依頼を

受け、都於郡５区 黒貫公民館に行ってきました。川辺清人民生委員児童委員含め
２２名の方にお集まりいただきました。
コロナ禍でサロンも２か月お休みだったこともあり、最初に「西都ハニワのパン

屋さん」体操で身体をほぐした後、９月の世界アルツハイマー月間のパネル展示で
上映した「ばあちゃんの世界」のＤＶＤを
鑑賞しました。その後、認知症の人の症状
とその対応のヒントや見守りシール交付事
業のこと、更にサロンでもご活用いただけ
るよう「ボケます小唄・ボケない小唄」
（お座敷小唄の替え歌で）を紹介しました。
参加者からは「認知症は自分自身では

気づかないうちに進行していると思われる
ので、周りの人が注意して手助けすること
が大切だと思った」などのご意見をいただ
く一方で、 「高齢者に合わせた内容を」
「ゆっくり反応を確かめながら」というご
意見もいただきました。このサロンには、
年に１回、認知症の出前講座に呼んでいた
だいています。「月１回のサロンが待ち遠
しい」と言われるサロン参加者のためにも、
より良いものをご提供できるよう精進して
いきたいと思っています。（裏面に続く）
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三財６区のみなさまへ
アンケートへのご協力をありがとうございました！

岩爪地区からはタクシーを乗り合って参加しています！

【生活支援コーディネーター（＝地域支え合い推進員）のコメント】

生活支援コーディネーターは、地域での「お互いさま」の関係や地域の支え合
いの仕組みづくりをすすめています。
他地区でも、貴重な「お宝」（身近な支え合い）が沢山あるかと思います。貴

重な「お宝」（身近な支え合い）を知っている方は、生活支援コーディネーター
に教えてください。『支え合いのかたち』をつなげて・広めて、みんなで支え合
う「西都」を目指していけたらと思っています。

【発行元・問い合わせ先】
西都市生活支援体制整備協議会

●西都市全体（第１層）生活支援コーディネーター
西都市社会福祉協議会 ☎４３－３１６０

●地区別（第２層）生活支援コーディネーター
（妻北・穂北・東米良） 西都市北地区地域包括支援センター ☎３２－９５９５
（妻南・三納・三財・都於郡）西都市南地区地域包括支援センター ☎４１－０５１１

●西都市役所 健康管理課 地域包括ケア推進係 ☎３２－１０２８

黒貫公民館で行われるサロンには、都於郡５区の岩爪地区からも６～８名の方が
参加されています。岩爪公民館から黒貫公民館まで、距離にして１.７㎞、車で３分
程度かかります。この距離を歩いていくのは難しいため、このサロンでは、タク
シーを乗合して参加しています。タクシーを利用する方は、サロン参加費１００円
のほか、往復２００円のタクシー代を
負担して参加しています。２００円を
超えるタクシー代はサロン費用で賄って
いるとのこと。
少子高齢化がますます進む中、移動

の足をどう支え合うかは喫緊の課題で
す。黒貫での取り組みは、新しい支え
合いの仕組みのひとつだと思いました。
写真は、岩爪公民館に週３回訪問す

る移動販売車で買物をする地域のみな
さんです。地域の大切な交流の場となっ
ています。「なご～会わんかったね。
(正月の)挨拶もしちょらんかったが。」
などお互いに声をかけ合う場があること
は、地域の大切な宝だと思います。

GoogleMapで
開催場所などを
見ることができます！


